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令和6年度　世田谷区危機管理部災害対策課

標高・急傾斜地崩壊危険度・土砂災害警戒区域等

１. 喜多見地区の特性

(1)自然特性

位置

面積 3.97 K㎡ 6.5 m最高標高 37.6 m 最低標高

急傾斜地崩壊危険度

標高(m)

　　　　　　　（－830－）喜多見－1　　　　　　　　　　



道路・公共交通機関

39.4 ％

町会・自治会数 9 -

産
業

商業 48.8

昼夜間人口比

％

夜間の人口 33,891 人 工業 11.8 ％

昼間の人口 26,513 人

0.78 - 農業

耐火率(建築面積ベース) 56.8 ％

細街路率 32.0

高齢者数(65才以上) 6,561 人
鉄道駅 小田急小田原線喜多見駅

高齢者率(65才以上) 19.7 ％

若年層率(15才未満) 13.3 ％ 土地利用(宅地以外) 51.1 ％

％

世帯数 16,039 世帯 昭和56年以前木造建物棟数密度 84.8 棟/K㎡

若年層数(15才未満) 4,418 人 土地利用(宅地) 48.9 ％

１世帯あたり 2.07 人

(2)社会特性

人口 33,228 人

道路（幅員）

鉄道
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(2)社会特性

産業

用途
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火災危険度

(3)地域危険度

建物倒壊危険度

建物倒壊危険度

火災危険度
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震度分布

液状化分布

全焼棟数(倒壊建物含まず) 566 棟 うち重傷者 28 人

半壊棟数 353 棟 負傷者 163 人

(4)被害想定

全壊棟数 60 棟 死者 15 人

液状化危険度

震度
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被害棟数分布

(4)被害想定

全壊・半壊・

焼失棟数（棟）
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浸水想定（多摩川洪水版）

(4)被害想定

浸水想定（内水氾濫・中小河川洪水版）

浸水の深さ

浸水の深さ
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野川・仙川洪水時避難所
砧南中学校　駒澤大学玉川
校舎（第一体育館）

ヶ所

輸送拠点

給水拠点

広域用防災倉庫 喜多見広域用防災倉庫　※一時撤去中

土のうステーション
ゆうぽうと世田谷レクセンター　宇奈根1-22こどもの遊び場　宇奈根地区会
館　宇奈根東部記念公園　宇奈根龍王公園　鎌田つつみ広場　鎌田区民セン
ター　鎌田区民集会所　喜多見まちづくりセンター　喜多見公園

警察署・交番 鎌田駐在所　喜多見駅前交番　喜多見駐在所　東宝前交番

砧下浄水所  砧浄水場

帰宅困難者支援施設 0

マンホールトイレ 7 ヶ所 防災行政無線塔

消防署・出張所

10 ヶ所 緑地 1

ボランティアマッチングセンター

緊急医療救護所

一時滞在施設

一時集合所

きたみふれあい広場　ゆうぽうと世田谷レクセンター周辺　リコーグランド　宇
奈根氷川神社　鎌田2丁目南公園　鎌田天神社境内　喜多見公園　喜多見第3
苗圃　喜多見中学校校庭　砧小学校校庭　砧南中学校校庭　慶元寺境内　三角
公園　次大夫掘公園　次大夫掘公園（下流）　須賀神社境内　多摩川河川敷　多
摩川河川敷（警視庁交通安全指導所前）　滝下橋緑道　知行院境内　宝寿院前
明正小学校校庭

指定避難所 喜多見小学校 喜多見中学校 砧南小学校 砧南中学校

福祉避難所（高齢者） 特別養護老人ホーム喜多見ホーム　特別養護老人ホーム博水の郷

予備避難所 ゆうぽうと世田谷レクセンタ－　フィットネスクラブ・ティップネス喜多見店

東京都災害拠点病院

東京都災害拠点連携病院

一時避難施設（車中避難） ヶ所

土砂災害時避難所 （予備）喜多見地区会館

(5)防災資源一覧

広域避難場所 きたみふれあい広場一帯　多摩川河川敷・二子橋一帯

砧南中学校

水害時避難所（第1次）

水害時避難所（第2次） 砧小学校

避難所救護所

福祉避難所（母子）

福祉避難所（障害者） 砧工房分場キタミ・クリーンファーム
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世田谷区防災マップデータ　令和6年3月
首都直下地震等による東京の被害想定　報告書　令和4年5月25日
地域危険度一覧表（地震に関する地域危険度測定調査［第9回］）　令和4年9月

世田谷区GISオープンデータ

出典
世田谷区土砂災害ハザードマップ　令和6年7月発行

世田谷区洪水・内水氾濫ハザードマップ（多摩川洪水版、内水氾濫・中小河川洪水版）令和6年7月発行
世田谷の土地利用2021　世田谷区土地利用現況調査

世田谷区の町丁目別人口と世帯数　令和6年3月1日
世田谷区の年齢別人口　令和6年3月1日

令和2年国勢調査による 東京都の昼間人口（従業地・通学地による人口）第11表

(6)防災資源マップ
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(7)区民アンケート（喜多見地区）

　このアンケートは、今後の区内各地域及び地区における災害関連施策の検討や取組みに活用することを
目的として、令和６年度に災害対策課が実施した「在宅避難支援事業（防災カタログギフト）」に合わせて
行ったものである。
　なお、以下に記載している回答集計結果は、カタログギフト申込者のうち、ＷＥＢで申し込みをした区民
へ任意での回答を依頼し、令和６年８月９日から９月８日までに回収できた分である。

単純集計(1/5）

居住形態

【１】あなたはマンションなどの集合住宅にお住まいですか。

水や食料の備蓄状況

【２】あなたのご家庭では、災害に備えて水や食料は何日分備蓄していますか。

集合住宅

55.5%

(1,109

件)

集合住宅

以外

44.1%

(881件)

無回答

0.5%

(10件)

n=2,000

居住形態（単数回答）

１～２日分

27.8%

(556件)

３日分

31.8%

(636件)

４～６日分

15.4%

(307件)

１週間分以上

8.0%

(159件)

水や食料の備

蓄はしていない

17.0%

(340件)

無回答

0.1%

(2件)

n=2,000

水や食料の備蓄状況（単数回答）
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(7)区民アンケート（喜多見地区）

単純集計(2/5）

震度６強の地震発生時の避難行動

【３】震度６強の大きな地震が発生した場合、どのような避難行動をとりますか。

小中学校など地域

の避難所に行く

19.1%

(381件)

自宅が無事で危険がな

ければ自宅に留まる

（在宅避難）

73.8%

(1,476件)

危険がない家族

や親戚・友人の

家に避難する

（縁故避難）

4.3%

(86件)

自身で宿泊施設等を

確保して避難する

（自主避難）

0.7%

(13件)

その他（考えて

いないなど）

2.0%

(40件)
無回答

0.2%

(4件)

n=2,000

震度６強の地震発生時の避難行動（単数回答）
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(7)区民アンケート（喜多見地区）

単純集計(3/5）

災害時の心配ごと

【４】災害が起こった場合、どのようなことが心配ですか。

84.4%(1,687件)

68.8%(1,375件)

66.1%(1,321件)

61.9%(1,238件)

61.0%(1,220件)

57.0%(1,140件)

47.6%(951件)

47.4%(948件)

46.9%(937件)

41.4%(828件)

38.0%(759件)

36.4%(727件)

26.8%(535件)

26.7%(533件)

25.0%(500件)

22.1%(442件)

18.8%(376件)

18.3%(365件)

14.3%(286件)

0.5%(9件)

0.3%(5件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の安否

食料、飲料水、生活必需品の不足

トイレなどの衛生環境

電気、水道、ガスなどのライフラインの停止

生活用水の不足

自宅や避難所での被災生活

外出先からの帰宅困難

携帯電話を含む通信の不通

電力不足

地震による火災

健康管理

建物被害

道路や交通機関の被害や混乱

行政や国の支援体制

災害状況などの情報入手の困難

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒

SNS 等によるデマ情報の拡散

ペットに関すること

地域の方との助け合い不足

あてはまるものはない

無回答

n=2,000

災害時の心配ごと（複数回答）
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(7)区民アンケート（喜多見地区）

単純集計(4/5）

在宅避難をするために必要だと思うこと

【５】区では、震災時に自宅が安全であれば、そのまま自宅で避難生活を送る「在宅避難」を推奨しています。在宅避難
をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。

92.7%(1,853件)

79.6%(1,592件)

68.9%(1,377件)

68.1%(1,361件)

56.8%(1,136件)

55.7%(1,114件)

46.6%(931件)

43.3%(865件)

37.4%(747件)

34.6%(692件)

33.6%(672件)

33.1%(662件)

27.3%(545件)

17.9%(357件)

0.5%(9件)

0.9%(17件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料、飲料水、生活必需品の確保

生活用水の確保

トイレなどの衛生環境対策

電気、水道、ガスなどのライフライン供給

電力確保（可搬型バッテリーなど）

携帯電話を含む通信環境の確保

耐震性の高い住宅

健康管理（常備薬の確保など）

災害状況などの情報入手

行政や国の支援体制

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒防止対策

感震ブレーカー設置などの火災発生防止対策

地域の方との助け合い

ペット用品の確保

あてはまるものはない

無回答

n=2,000

在宅避難をするために必要だと思うこと（複数回答）
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(7)区民アンケート（喜多見地区）

単純集計(5/5）

災害時にできる住民同士の支援

【６】災害時に地域や近所の住民同士でどのような支援（手助け）ができると思いますか。

防災訓練や防災教室への参加意向

【７】どのようなことがあれば、世田谷区が実施している防災訓練や防災教室に参加しようと思いますか。

73.5%(1,470件)

57.9%(1,158件)

56.3%(1,126件)

52.4%(1,047件)

46.7%(933件)

45.1%(902件)

26.6%(532件)

23.6%(472件)

10.9%(217件)

2.2%(44件)

1.8%(36件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認（「大丈夫ですか」などの声かけ）

物資を運ぶ手助け

プライバシーを守りつつ情報の共有

（災害状況や避難情報など）

避難の手助け

消火活動の手助け

高齢者や身体の不自由な方などの

支援を必要とする人の手助け

介助や応急手当

一時的な保護・預かり

地域や近所と協力し合う関係性ではない

あてはまるものはない

無回答

n=2,000

災害時にできる住民同士の支援（複数回答）

46.6%(932件)

46.2%(924件)

46.2%(923件)

28.4%(567件)

26.8%(536件)

23.9%(477件)

17.6%(351件)

7.3%(146件)

9.9%(198件)

2.5%(49件)

0% 20% 40% 60%

実施日や内容の周知・啓発

参加しやすい時間

アクセスしやすい場所

個人でも参加しやすい

オンラインでの参加が可能

親子や子どもが参加しやすい内容

記念品（ノベルティグッズ）がもらえる

子どもを預かるサービスがある

あてはまるものはない

無回答

n=2,000

防災訓練や防災教室への参加意向（複数回答）
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(7)区民アンケート（喜多見地区）

クロス集計(1/4）

水や食料の備蓄状況

【２】あなたのご家庭では、災害に備えて水や食料は何日分備蓄していますか。

震度６強の地震発生時の避難行動

【３】震度６強の大きな地震が発生した場合、どのような避難行動をとりますか。

27.7%

(307件)

28.0%

(247件)

28.9%

(320件)

35.3%

(311件)

14.1%

(156件)

16.9%

(149件)

7.0%

(78件)

9.2%

(81件)

22.3%

(247件)

10.4%

(92件)

0.1%

(1件)

0.1%

(1件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集合住宅

（n=1,109）

集合住宅以外

（n=881）

【居住形態別】 水や食料の備蓄状況（単数回答）

１～２日分 ３日分

４～６日分 １週間分以上

水や食料の備蓄はしていない 無回答

20.9%

(232件)

16.6%

(146件)

70.3%(780件)

78.3%(690件)

5.8%

(64件)

2.5%

(22件)

0.5%

(5件)

0.9%

(8件)

2.3%

(25件)

1.7%

(15件)

0.3%

(3件)

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集合住宅

（n=1,109）

集合住宅以外

（n=881）

【居住形態別】 震度６強の地震発生時の避難行動（単数回答）

小中学校など地域の避難所に行く

自宅が無事で危険がなければ自宅に留まる（在宅避難）

危険がない家族や親戚・友人の家に避難する（縁故避難）

自身で宿泊施設等を確保して避難する（自主避難）

その他（考えていないなど）

無回答
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(7)区民アンケート（喜多見地区）

クロス集計(2/4）

災害時の心配ごと

【４】災害が起こった場合、どのようなことが心配ですか。

81.9%(908件)

71.4%(792件)

65.9%(731件)

62.3%(691件)

61.5%(682件)

58.0%(643件)

50.3%(558件)

47.7%(529件)

47.4%(526件)

37.6%(417件)

36.9%(409件)

32.8%(364件)

26.3%(292件)

24.9%(276件)

24.8%(275件)

22.1%(245件)

20.0%(222件)

15.3%(170件)

12.1%(134件)

0.7%(8件)

0.3%(3件)

87.6%(772件)

65.5%(577件)

66.6%(587件)

59.6%(525件)

62.4%(550件)

56.0%(493件)

44.2%(389件)

47.6%(419件)

46.3%(408件)

46.1%(406件)

39.4%(347件)

40.9%(360件)

27.5%(242件)

25.3%(223件)

29.2%(257件)

22.1%(195件)

17.4%(153件)

13.2%(116件)

25.9%(228件)

0.1%(1件)

0.1%(1件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の安否

食料、飲料水、生活必需品の不足

トイレなどの衛生環境

生活用水の不足

電気、水道、ガスなどのライフラインの停止

自宅や避難所での被災生活

携帯電話を含む通信の不通

外出先からの帰宅困難

電力不足

地震による火災

健康管理

建物被害

道路や交通機関の被害や混乱

災害状況などの情報入手の困難

行政や国の支援体制

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒

SNS 等によるデマ情報の拡散

地域の方との助け合い不足

ペットに関すること

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】災害時の心配ごと（複数回答）

集合住宅

（n=1,109）

集合住宅以外

（n=881）
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(7)区民アンケート（喜多見地区）

クロス集計(3/4）

在宅避難をするために必要だと思うこと

【５】区では、震災時に自宅が安全であれば、そのまま自宅で避難生活を送る「在宅避難」を推奨しています。在宅避難
をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。

92.9%(1,030件)

78.7%(873件)

68.4%(759件)

67.1%(744件)

56.7%(629件)

56.4%(626件)

44.6%(495件)

42.1%(467件)

37.2%(412件)

33.3%(369件)

32.4%(359件)

31.9%(354件)

26.1%(290件)

12.9%(143件)

0.7%(8件)

1.2%(13件)

92.4%(814件)

81.0%(714件)

69.8%(615件)

69.5%(612件)

56.9%(501件)

54.8%(483件)

48.8%(430件)

44.8%(395件)

37.7%(332件)

34.2%(301件)

37.6%(331件)

34.6%(305件)

28.9%(255件)

24.0%(211件)

0.1%(1件)

0.3%(3件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料、飲料水、生活必需品の確保

生活用水の確保

トイレなどの衛生環境対策

電気、水道、ガスなどのライフライン供給

電力確保（可搬型バッテリーなど）

携帯電話を含む通信環境の確保

耐震性の高い住宅

健康管理（常備薬の確保など）

災害状況などの情報入手

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒防止対策

行政や国の支援体制

感震ブレーカー設置などの火災発生防止対策

地域の方との助け合い

ペット用品の確保

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】在宅避難をするために必要だと思うこと（複数回答）

集合住宅

（n=1,109）

集合住宅以外

（n=881）
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(7)区民アンケート（喜多見地区）

クロス集計(4/4）

災害時にできる住民同士の支援

【６】災害時に地域や近所の住民同士でどのような支援（手助け）ができると思いますか。

防災訓練や防災教室への参加意向

【７】どのようなことがあれば、世田谷区が実施している防災訓練や防災教室に参加しようと思いますか。

45.3%(502件)

44.4%(492件)

44.0%(488件)

29.2%(324件)

29.2%(324件)

20.5%(227件)

18.9%(210件)

7.1%(79件)

9.7%(108件)

2.7%(30件)

47.6%(419件)

48.5%(427件)

49.9%(440件)

23.8%(210件)

27.6%(243件)

28.1%(248件)

16.0%(141件)

7.6%(67件)

10.1%(89件)

2.0%(18件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加しやすい時間

アクセスしやすい場所

実施日や内容の周知・啓発

オンラインでの参加が可能

個人でも参加しやすい

親子や子どもが参加しやすい内容

記念品（ノベルティグッズ）がもらえる

子どもを預かるサービスがある

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】防災訓練や防災教室への参加意向（複数回答）

集合住宅

（n=1,109）

集合住宅以外

（n=881）

67.9%(753件)

57.7%(640件)

55.0%(610件)

51.7%(573件)

43.5%(482件)

42.6%(472件)

25.5%(283件)

21.3%(236件)

12.2%(135件)

2.7%(30件)

2.2%(24件)

80.7%(711件)

58.5%(515件)

57.9%(510件)

53.5%(471件)

47.4%(418件)

51.8%(456件)

28.1%(248件)

26.7%(235件)

9.3%(82件)

1.6%(14件)

1.2%(11件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認（「大丈夫ですか」などの声かけ）

物資を運ぶ手助け

プライバシーを守りつつ情報の共有（災害状況

や避難情報など）

避難の手助け

高齢者や身体の不自由な方などの支援を必要

とする人の手助け

消火活動の手助け

介助や応急手当

一時的な保護・預かり

地域や近所と協力し合う関係性ではない

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】災害時にできる住民同士の支援（複数回答）

集合住宅

（n=1,109）

集合住宅以外

（n=881）
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 ２　各団体の防災活動～現在の取組状況～

数
量

場
所

喜多見北部町会 5 ○ 防災会議 年6回 ○ ○

喜多見西部町会 4 ○
町会理事会にて防災に関する話題
を議題に挙げている。

月1回 ○ ○ 1
滝下橋緑道世
田谷通倉庫

喜多見中部町会 4 ○

・ハザードマップ勉強会（8月18日）
・防災塾の報告（10月予定）
・消防署員の講話
※いずれも町会理事会にて実施

1回
1回
1回

○ ○

喜多見東部町会 45 ○ 町会理事会にて防災に関する話題
を議題に挙げている。

月1回 ○ ○ 2

喜多見一丁目
公園防災倉庫
知行院内防災
倉庫

喜多見上部自治会 5 ○
自治会理事会にて防災に関する話
題を議題に挙げている。
※マニュアル作成の打ち合わせ

月1回 ○ ○

都営喜多見二丁目
団地自治会 15 ○

防災訓練
地域点検

１
１ ○ ○ 1

団地内防災倉
庫

宇奈根町会 40 ○ 町会役員防災 1 ○ ○ 2
宇奈根氷川神
社倉庫

鎌田協和会 8 ○ 防災会議 1 ○ ○ 購入検討中

法人格鎌田南睦会 6 ○ 防災部　部会議 毎月 ○ ○ 1
鎌田南睦会会
館防災倉庫

消火資機材
の配備

配
備
し
て
い
な
い

スタンドパイプ
配
備
し
て
い
る

団体名

防
災
担
当
者
数

防災に関する会議
防災活動、

資機材配備等
の実施

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い

会議名

実
施
回
数

（
年
間

）

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い
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喜多見北部町会

喜多見西部町会

喜多見中部町会

喜多見東部町会

喜多見上部自治会

都営喜多見二丁目
団地自治会

宇奈根町会

鎌田協和会

法人格鎌田南睦会

団体名

数
量

場
所

数
量

場
所

名
称

場
所

回
数

実
施
場
所

○ 1
喜多見駅前広
場

1
滝下橋緑道世田谷通
倉庫

4
滝下橋緑道世田谷
通倉庫

水槽１
滝下橋緑道世田
谷通倉庫 ○ 1

滝下橋緑道中
央広場

1 喜多見緑道防災倉庫 18
町会内
（喜多見中部町会防
災マップに記載）

防災服４着
喜多見緑道防災
倉庫 ○ 1 喜多見中学校

3
喜多見一丁目公園防
災倉庫
知行院内防災倉庫

1
喜多見一丁目公園防
災倉庫
知行院内防災倉庫

消防ホース
発電機
投光器

喜多見一丁目公
園防災倉庫
知行院内防災倉
庫

○ 1 喜多見小学校

1
自治会事務所隣防災
倉庫

4 防災倉庫内 ○ 1
次大夫堀公園
えのきひろば

2 団地内防災倉庫 71
各棟
（各階ごとに設置） ○ 2

地域内公園、
集会所

5 宇奈根氷川神社倉庫 23

宇奈根氷川神社倉庫
（３台）
各町会役員宅（２０
台）

発電機5
投光機6 ○ 1

宇奈根氷川神
社

3 鎌田天神社倉庫 ○ 1 砧南小学校

2

鎌田南睦会会館防災
倉庫
鎌田南睦会会館内備
品棚
三角公園防災倉庫

37
町会3本
世田谷区34本 ○ 2

①砧南中学校
（避難訓練）
②東京都市大
学グラウンド
（防災訓練）

消火資機材の配備 防災訓練等の実施

消火器 その他
実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い

防災訓練Ｄ型ポンプ
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喜多見北部町会

喜多見西部町会

喜多見中部町会

喜多見東部町会

喜多見上部自治会

都営喜多見二丁目
団地自治会

宇奈根町会

鎌田協和会

法人格鎌田南睦会

団体名

回
数

実
施
場
所

訓
練
名
称

実
施
場
所

一
時
集
合
所

広
域
避
難
場
所

避
難
所

街
路
消
火
器

防
火
水
槽

震
災
用
井
戸

消
火
栓

その他

共助の訓練
町会内全
域 ○

東京防災学
習セミナー 動画配信 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・AED設置
施設
・町会掲示
板
・公衆電話
・公衆トイ
レ

D型ポンプ
実習
（年1回）

慶元寺駐
車場 ○ ○ ○ ○ ○

施設一覧
AED
公衆トイレ
給水拠点

D型ポンプ
実習
（月1回）

防災倉庫
（2ヶ所） ○

○
※マッ
プでは
なく町
会名簿
に掲載

D型ポンプ
点検・実習
（２～３ヶ月
に１回）

○
※マップは自
治会加入の各
家庭に配布済

み

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

D型ポンプ
訓練

（男女共月１
回）

宇奈根氷
川神社 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

AED
防災トイレ

1
鎌田天神社
社務所

防災講習会
町会研修
会の中で
実施

○ ○ ○ ○
水害時避
難経路

1
区の講習会
に２，３名参
加

Ｄ型ポンプ
点検実習

鎌田南睦
会会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町会内防
災倉庫

防災訓練等の実施

その他

防災マップ

掲載情報救命救急講習会

作
成
済

作
成
中

作
成
検
討
中

作
成
予
定
な
し
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喜多見北部町会

喜多見西部町会

喜多見中部町会

喜多見東部町会

喜多見上部自治会

都営喜多見二丁目
団地自治会

宇奈根町会

鎌田協和会

法人格鎌田南睦会

団体名

1 0 狛江市 ○
民生委員
との会議

3 0 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

0 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

4 1 ○ ○
民生委員
との連携

0 0 ○ ○ ○

4 ○ ○ 駒澤大学 ○ ○

地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー

把
握
し
て
い
な
い

他
団
体
と
の
連
携

協
定
締
結

特
に
な
し

連携先
・内容

協定先
・内容

締
結
し
て
い
る

検
討
中
で
あ
る

予
定
は
な
い

防
災
士

把
握
し
て
い
な
い

日
頃
か
ら
の

見
守
り
活
動

避
難
行
動

要
支
援
者
体
験

そ
の
他

特
に
実
施

し
て
い
な
い

避難行動要支援者対策防災士等の数
災害時連携・協定

（区を除く）
避難行動要
支援者協定

　　　　　　　（－851－）喜多見－22　　　　　　　　　　



喜多見北部町会

喜多見西部町会

喜多見中部町会

喜多見東部町会

喜多見上部自治会

都営喜多見二丁目
団地自治会

宇奈根町会

鎌田協和会

法人格鎌田南睦会

団体名

町会SNSいち
のいちを活用 ○ ○ 1 1 1 3 2 13 1 1

町会名簿によ
る電話、メー
ル連絡

○ ○ 1 1 2 1 2 20 2

特にない ○ ○ 1 1 1 25 1

特にない ○ ○ 3

２
(大
、

小)

40 2

特にない ○ ○ 1 1 1 5 1

特にない ○ ○ 1 1 6 1 2 10 2

〇 ○ 特にない 〇 ○ 5 2 2 50 1
１

（大）

特にない ○ ○ 1 2 15 1

〇 LINE・携帯 〇

防災部組織規定・
組織図　昭和５３年
５月作成
※年次更新

○ 2 3 3 3 3 39
１

（大）

脚
立

リ
ア
カ
ー

は
し
ご

簡
易
無
線

連
絡
網
の

作
成
・
整
備

その他

策
定
済
み

策
定
中

検
討
中

予
定
な
し

名称

配
備
し
て
い
な
い

配
備
し
て
い
る

救出救助に係る資機材の配備

担
架

救
急
セ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

救
助
工
具
セ
ッ
ト

バ
ー
ル

連絡手段の確保
防災活動に関するマニュアル

（避難所運営マニュアルを除く）
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喜多見北部町会

喜多見西部町会

喜多見中部町会

喜多見東部町会

喜多見上部自治会

都営喜多見二丁目
団地自治会

宇奈根町会

鎌田協和会

法人格鎌田南睦会

団体名

2 2 1 1 2 ロープ3本
喜多見地区会館倉庫

○ 200 100

2 4 2 1 2 1 ボルトカッター２個 滝下橋緑道中央広場東側倉庫 ○ 150

1 1 1 喜多見中部町会集会所倉庫 ○

3 1 2 1 喜多見一丁目公園防災倉庫 ○

1 自治会事務所隣防災倉庫 ○

5 1 3 1 2 1 防災倉庫 ○ 48

4

チ
ェ
ン
ソ
ー

2 1 2 2

寸銅なべ大３個
コンロ３個
カマ３個
鍋大中５個

宇奈根氷川神社倉庫 ○ 200 200

2 2 神社内倉庫 ○ 48

12 1 1 1

大ハンマー１個、１２ｍロープ１本、ト
ビ口６つ、トラロープ多数、エンジン
ソー１個、電動ソー１機、カケヤ１個、
ハンドメガホン２機、懐中電灯６つ、
角スコップ２個、発電機３台、救命
ボート１艘

鎌田南睦会会館防災倉庫
鎌田南睦会会館内備品棚
三角公園防災倉庫

○ 100

ス
コ
ッ
プ

手
お
の

の
こ
ぎ
り

ジ
ャ
ッ
キ

両
口
ハ
ン
マ
ー

その他 保管場所

備
蓄
し
て
い
な
い

備
蓄
し
て
い
る

ア
ル
フ
ァ
米

ビ
ス
ケ
ッ
ト

・
乾
パ
ン

ツ
ル
ハ
シ

救出救助に係る資機材の配備 食糧等の備蓄
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喜多見北部町会

喜多見西部町会

喜多見中部町会

喜多見東部町会

喜多見上部自治会

都営喜多見二丁目
団地自治会

宇奈根町会

鎌田協和会

法人格鎌田南睦会

団体名

100 200 200 1 200

4
（
小
型
）

喜多見地区会館
倉庫

216 99

ポー
タブ
ルト

イレ３

1 2
簡易トイレ
248枚

滝下橋緑道世田
谷通倉庫
滝下橋緑道中央
倉庫

60 20 150 5 25 1 1 1 2 喜多見中部町会
集会所倉庫

喜多見小学校防
災倉庫

1

40 1 1 5 2 2 2

防災倉庫
消火隊倉庫（カ
セットコンロ、発
電機のみ）

200 40 50 4 6 6 2
宇奈根氷川神社
倉庫

120 1 1
鎌田天神社社務
所

200 2 2

備蓄
品配
布先

非
常
用
ト
イ
レ

照
明

発
電
機

給
水
タ
ン
ク

その他 保管場所
そ
の
他

災
害
用
食
料

お
か
ゆ

飲
料
水

缶
詰
類

レ
ト
ル
ト
食
品
類

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

その他の
防災活動

蓄
電
池
セ
ッ
ト

食糧等の備蓄
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３ 喜多見地区の課題と取り組み 

喜多見地区は南北に長く、それぞれ課題も異なるため、これまでの喜多見地区防災塾

にて９つある管内町会自治会ごとに、取り組み・課題をまとめた。 

 

 

地区全体 

■取り組んだこと 

・D 型可搬式ポンプを所有し、区民消火隊を組織している町会・自治会は、操作研修会・

発表会に参加している。 

・管内小中学校において、各町会自治会の運営組織が避難所運営訓練を実施している。 

・令和 6 年度の防災塾では、在宅避難を推進するための検討を行った。 

■在宅避難の推進に関する意見 

<家庭での備え>  

・非常用トイレやバッテリーの準備 

・日常的に使う食料や日用品のローリングストックを行う 

・家具転倒防止を行う 

・ガソリンは半分無くなったら補充する 

・震災時に浄水場で給水できることを周知すべき 

・テント等のキャンプ用品も可能なら用意した方がいい 

・家族内での災害時の連絡方法を確認しておく 

<地域の備え>  

・避難所に行かないといけないと考えている人が多いため、在宅避難の周知が必要 

・学校、スポーツチーム、企業、ボランティアなどの地域団体との連携が必要 

・各町会・自治会での防災訓練の実施 

・掲示板など町会・自治会内での連絡手段を考える 

・町会・自治会内に障害者や高齢者が多いが、民生委員が少なく対応が難しい 

・家庭で用意できないリヤカーや消防ポンプを町会・自治会で備蓄している 

・地域の高齢者施設との連携を進める必要がある 

<啓発方法>  

・メールや SNS などの活用を進めるべき 

・地区防災計画をもっと周知すべき 

・回覧板よりも、掲示板での周知が効果的 

・町会・自治会に入会してもらうよう取り組むことが必要 

・震災時・水害時の避難所の違い等の周知が必要 

・防災チラシのポスティング 

・日頃から友人へ情報提供する 

■課題 

・指定避難所への避難だけではなく、自宅等での在宅避難という手段があることを住民

に理解していただく必要がある。 

・避難所へ行けばすぐに行政からの十分な支援（食糧・物資）を受けられるという認識を
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改めていただく必要がある。 

・メールや SNS、掲示板、口コミなどを活用して、効果的に情報発信していく必要があ

る。 

・町会・自治会で防災訓練を行っているが、参加者が多くないので工夫が必要 

・避難所として使用した学校の授業再開に向けての原状復旧が急務である。 

 

喜多見北部町会 

■取り組んだこと 

・共助の訓練を、段階を追って町会全域に広げ、年 2 回開催。 

 ご近所での見回りと安否確認を共有し、各家庭での備蓄や耐震対策を見直す。 

・令和 6 年 3 月、喜多見駅前での防災訓練を 10 年ぶりに開催。 

 主に自助を意識し、便利な備蓄品や簡易トイレの紹介、ペットの防災に力を入れた。 

・町会 SNS「いちのいち」を導入。発信、投稿機能を使っての訓練を実施した。 

■課題 

・防災をリードするマンパワーの不足。 

・いまだに「町会や行政が何とかしてくれる」と、備蓄にも関心を持たない方が一定数い

ること。 

■今後取り組むこと 

・共助の訓練、駅前での防災訓練の継続。 

・防災意識を高める情報発信の工夫と継続。 

・町会 SNS「いちのいち」での、地域内情報発信の試行。 

 

喜多見西部町会 

■取り組んだこと 

・「東京防災学習セミナー」を毎年継続して受講した。 

・「防災訓練」を毎年 3 月に実施した。 

・「町会防災マップ」を作成し、全町会員に配布した。（都の防災啓発事業の助成金を活

用） 

・ガスパワー発電機、ポータブルトイレを購入し、防災力強化を図った。（都の関東大震災

100 年防災力強化の助成金を活用） 

 

■課題 

・「負担が大きい」「責任を負いたくない」との声があり、要援護者支援（要支援者協定）を

なかなか進められない。 

・防災訓練、防災学習、避難所運営訓練に多くの参加者を集められない。 

 

■今後取り組むこと 

・防災訓練では、D 型ポンプの放水・スタンドパイプの操作訓練を実施する。 

・これまでの防災対策は地震に偏っていたため、台風災害等も考慮していく。 

・町会内に避難指示が出た場合の対応を検討していく。 
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・「要支援者協定」を進められていないが、町会としてどのような支援ができるか検討を

進めていく。 

・「東京防災学習セミナー」を継続して受講し、会員の防災への関心・知識を高める。 

 

喜多見中部町会 

■取り組んだこと 

・D 級ポンプは毎月点検を行い、町会理事には起動操作および放水操作を経験していた

だいた。また、操作マニュアルを作成しポンプと共に保管している。 

・8 月理事会でハザードマップの勉強会を行った。 

・10 月町会理事会で喜多見地区防災塾の内容を報告した。 

 

■課題 

・これまで水害への対応は考えてこなかったが、内水氾濫の場合はどこが被害を受ける

か分からないため心配している。 

・雨水等の排水設備がどのように整備されており、どの程度の雨でオーバーフローする

かわからない。 

・台風１９号の際、水平避難の必要があるか、垂直避難で良いのか迷う方がいた。 

・喜多見中学校で喜多見地区震災訓練および避難所運営訓練が行われたが、参加者が 

令和 4 年よりわずかに増加した。 

 

 

■今後取り組むこと 

・防災部だけではなく、町会全体として災害時に共助できる仕組みを考えていく。 

・要援護者支援等にも活用できるよう、黄色いハンカチ・黄色いリボン運動のように地域

全体で防災に取り組みたい。 

・ハザードマップを活用し、各家庭の水防対策や避難方法をあらかじめ考えていただく。 

・震災訓練、避難所運営訓練等への関心を高めていきたい。 

 

 

喜多見東部町会 

■取り組んだこと 

・毎月、装備品・D 級ポンプの点検・訓練を実施している。 

・町会の防災訓練に地元の小学校（喜多見小学校）の６年生に参加してもらい、防災の意

識を高めてもらっている。 

 

■課題 

・洪水時には冠水することが予想され、以前の野川増水時には、１０数件が床上・床下浸

水した。町会で訓練を実施しているが震災時を想定したものとなっている。 

・災害準備品用に町会のお金を蓄えているが、利用先は未定となっている。 

・町会の防災訓練に、町会加入世帯の参加は多いが、それ以外の一般の世帯は参加が少
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ない。 

 

■今後取り組むこと 

・町会としての水害対策の方針がたっていないため、今後検討する必要がある。 

・Ｄ級ポンプの操作等について町会内の他の人にも広く習得させていきたい。 

 

 

喜多見上部自治会 

■取り組んだこと 

・自治会で作成している独自の防災マニュアルの改訂（第３版）を行い、自治会加入世帯

へ全戸配布を実施した。 

・避難所の運営の考え方として、運営組織委員だけでなく、地域の方でも、いざという時

に避難所運営を開設できるように訓練を実施している。 

 

■課題 

・学校が避難所となるのは基本的に震災時のみであり、水害時には対応していない。 

そのため避難所運営も地震が起きた時のためのものとなっている。今後は行政に任せ

っきりになるのではなく、何らかの協力をしていくべきである。 

・自治会のＷＥＢサイトの充実化を行ったが、閲覧数は伸びていないため改善の余地があ

る。 

 

■今後取り組むこと 

・安否確認カードの準備を進めたいが、自治会予算ではすぐに作成することはでできな

いので、今後どのように準備を進めるか検討する。 

・町会の防災マニュアルや避難所運営訓練のマニュアルを町会内の人たちに広く周知す

るためにＷＥＢサイト上にアップロードしたが、URL をどのように周知していくか検討す

る。 

 

 

都営喜多見２丁目団地自治会 

■取り組んだこと 

・防災訓練では、防災ベルを鳴らして外に出てもらい、各棟が集合して、人数を確認して

から訓練会場に誘導した。 

・台風１９号の際、万一を考え、避難所に避難した方もいた。避難について正しく理解し、

行動するために東京都の防災マップ「東京マイ・タイムライン」を１階の住民８３世帯すべ

てに配布した。 

 

■課題 

・自主避難等の注意の呼びかけに即座に行動できない方、例えば、身寄り場所がない方、

近所づきあいの薄い方、車椅子の方、障がいを抱えている方も住んでいる。 
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・一時的な避難場所として、団地の上層階の空き部屋を開放してもらいたいという声が

ある。 

・多摩川が氾濫した場合の浸水を想定すると、２階以上に避難し救助を待つしかない。 

 

■今後取り組むこと 

・自主避難等の注意の呼びかけに即座に行動できない方などの避難の仕方について検

討していく。 

・民生委員の方と打ち合わせを密にしたい。 

 

 

宇奈根町会 

■取り組んだこと 

・防災訓練を実施し、消防団と町会消火隊での合同で放水体験を行った。 

・消火隊は毎月活動をしている。女性の消火隊を設立し毎月１９日に町会内で火の用心の

巡回をしている。 

・火災発生時には誰でも使用できるように、消火器を町会役員宅の塀等に設置してい

る。 

 

■課題 

・台風１９号では、町会内で約３分の１の世帯が床下・床上浸水の被害となった。 

・宇奈根地域は老人ホームや障がい者施設が多いので、施設にも参加を呼びかけてい

る。 

 

■今後取り組むこと 

・要援護者（要支援者）リストはあるが、リストに載っていない高齢者とコミュニケーション

をとるため、民生委員と情報共有を行う。 

 

 

鎌田協和会 

■取り組んだこと 

・砧南小学校避難所運営訓練のミーティングでは、台風災害等も含めた検討を行った。 

■課題 

・防災に関する活動は年 1 回程度のため意識が薄くなっている。 

・町会内に新しい住民と古くからの住民との接点も少ないため、災害時のためにも解決

する必要がある。 

・防災の面も含め、町会員相互の交流を深め助け合いの心を育てていく必要がある。 

 

■今後取り組むこと 

・仙川と野川の合流地点となるため、水害への対策をしっかりと考えていきたい。 

・防災に関する意識が薄くなっているため、一人ひとりの意識を高めていきたい。 
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・スタンドパイプを所有していないので、数年の間には購入したい。 

・町会と住民と各自の防災に対する認識を深めていきたい。 

 

 

鎌田南睦会 

■取り組んだこと 

・町会の消火器点検・世田谷区と町会の消火器の場所の確認 

・町会内の消火栓の場所の確認 

・３月、６月、９月、１２月、D 型ポンプ２台 点検 

・特別養護老人ホーム博水の郷との防災訓練を実施 

・水害、震災どきの避難所の確認 

・避難所設営訓練の実施 

・９月防災訓練実施 

・D 型ポンプ操作大会参加 

・防災関係の講習会参加 

・防災士 資格講習会 参加 

 

■課題 

・消火器がどの場所にあるかを住民のかたに再度お知らせをする。 

・水害、震災時の避難所を住民のかたに再度お知らせをする 

・多くの方に９月防災訓練に参加してもらう。 

・避難所設営訓練に多くの方に参加してもらう。 

 

■今後取り組むこと 

・住民が災害から被害を免れるための必要な情報、防災、減災のための備えの情報を災

害履歴から導き、普段から情報を供用できるようにシステムを作る。 

・安否確認のシステムを作る。 
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